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食
店
チ
ェ
ー
ン
と
同
ユ
ニ
オ
ン

の
団
交
に
参
加
し
、
ア
ル
バ
イ

ト
で
生
計
を
立
て
る
学
生
が

「
父
親
を
早
く
亡
く
し
、
母
親

も
が
ん
で
療
養
し
て
い
る
。
な

ん
と
か
休
業
手
当
を
出
し
て
ほ

し
い
」
と
必
死
に
訴
え
、
「
検

討
す
る
」
と
い
う
回
答
を
引
き

出
し
た
場
面
を
詳
し
く
紹
介
し
、

「
闘
い
の
中
で
仲
間
を
増
や
す

春
闘
を
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
六
人
か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。
酒
田
病
院
機
構
労
組
の
鶴

巻
学
執
行
委
員
長
が
コ
ロ
ナ
受

け
入
れ
病
院
の
現
場
と
労
働
者

の
実
態
、
全
山
形
教
組
の
福
岡

修
三
執
行
委
員
長
が
少
人
数
学

級
を
求
め
る
運
動
、
米
沢
市
立

病
院
労
組
の
伊
藤
永
美
子
執
行

委
員
長
が
病
院
の
統
合
再
編
問

題
、
年
金
者
組
合
北
村
山
支
部

の
菅
野
真
治
組
合
員
が
北
村
山

地
域
の
最
賃
運
動
、
医
療
生
協

や
ま
が
た
労
組
の
鍋
島
久
遠
執

行
委
員
長
が
「
い
の
ち
署
名
」

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
山
形

公
務
公
共
一
般
労
組
の
海
老
名

傑
書
記
長
が
会
計
年
度
任
用
職

員
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。
医
療
労
働
者
は
「
も
う

　
県
労
連
の
勝
見
忍
議
長
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ
労
働
組
合

に
結
集
し
て
大
幅
賃
上
げ
を
勝

ち
取
り
、
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
・
全
国
一
律
化
を
実
現
す
る

こ
と
、
こ
れ
ら
の
運
動
を
積
み

重
ね
、
来
る
総
選
挙
で
市
民
と

野
党
が
結
束
し
菅
政
権
を
打
倒

し
、
野
党
連
合
政
権
を
実
現
し

よ
う
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
全
労
連
の
黒
澤
幸
一
事
務
局

長
が
「
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ

労
働
組
合
！
二
一
春
闘
を
ど
う

た
た
か
う
か
」
と
題
し
て
オ
ン

ラ
イ
ン
で
講
演
。
黒
澤
氏
は
飲

　
県
労
連
、

県
医
労
連
、

県
二
〇
二
一

年
国
民
春
闘

共
闘
委
の
三

団
体
共
催
に

よ
る
「
二
〇

二
一
年
春
闘

共
同
学
習
決

起
集
会
」
が

三
月
六
日
、

山
形
市
の
大

手
門
パ
ル
ズ

で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

コロナ禍だからこそ労働組合へ結集を！

使
命
感
で
働
く
こ
と
は
限
界
だ
。

労
働
組
合
に
結
集
す
る
し
か
な

い
」
と
発
言
。
地
域
医
療
構
想

で
合
併
予
定
の
病
院
で
は
「
合

併
に
よ
っ
て
病
床
が
六
四
七
床

か
ら
約
二
五
％
減
る
」
と
の
告

発
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
北

村
山
地
域
で
は
管
内
の
商
工
会

に
「
中
小
企
業
支
援
と
最
賃
改

善
」
に
つ
い
て
要
請
・
対
話
を

広
げ
て
い
る
経
験
が
語
ら
れ
ま

し
た
。

　
最
後
に
、
県
医
労
連
の
渡
辺

勇
仁
執
行
委
員
長
が
閉
会
あ
い

さ
つ
・
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
を
行

い
、
春
闘
で
の
奮
闘
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。

　
　
　
　
山
形
県
二
〇
二
一
年

　
　
　
国
民
春
闘
共
闘
委
員
会

　
　
　
が
、
二
月
二
〇
日
の
発

　
　
　
足
総
会
で
発
足
。
「
人

　
　
　
間
ら
し
く
く
ら
せ
る
生

　
　
　
活
」
「
人
間
ら
し
く
働

　
　
　
け
る
ル
ー
ル
」
「
い
の

　
　
　
ち
が
守
ら
れ
安
心
し
て

　
　
　
く
ら
せ
る
社
会
保
障
と

　
　
　
公
共
体
制
」
「
憲
法
が

　
　
　
い
か
さ
れ
る
社
会
」
の

　
　
　
「
四
つ
の
つ
く
る
行
動
」

　
　
　
を
軸
と
し
た
山
形
県
　
　

　
　
　
二
〇
二
一
年
国
民
春
闘

　
　
　
方
針
を
採
択
し
、
葛
西

　
　
　
健
司
・
県
国
公
議
長
、

　
当
日
は
、
全
国
で
七
二
ヵ
所

百
十
一
台
の
電
話
二
〇
三
人
の

相
談
員
が
対
応
し
二
三
一
件
の

相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
山
形
会

場
で
は
六
〇
代
の
パ
ー
ト
労
働

者
二
名
か
ら
相
談
が
あ
り
、
一

人
は
「
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り

三
月
で
閉
店
と
な
る
、
給
料
は

ど
う
な
る
か
、
雇
止
め
さ
れ
な

い
か
心
配
」
、
も
う
一
人
は
月

三
万
円
の
年
金
だ
け
で
生
活
が

で
き
ず
「
旅
館
で
夜
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
て
い
た
が
、
一
月
～
二

月
は
四
日
し
か
勤
務
し
て
い
な

い
。
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」
と

い
う
も
の
で
し
た
。
全
国
的
に

も
年
代
は
六
〇
代
が
最
多
で
、

雇
用
形
態
は
「
パ
ー
ト
・
契
約

・
ア
ル
バ
イ
ト
」
が
最
多
で

三
八
．
一
％
・
正
社
員
が

三
一
．
四
％
で
、
相
談
内
容
は

「
コ
ロ
ナ
関
連
二
五
．
六
％
」

「
解
雇
・
雇
止
め
一
三
％
」
と

な
り
ま
し
た
。

勝
見
忍
・
県
労
連
議
長
、
菅
家

誠
・
山
形
私
教
連
委
員
長
の
三

人
の
代
表
幹
事
な
ど
役
員
体
制

と
予
算
も
確
立
し
ま
し
た
。

　
「
分
会
会
議
で
要
求
書
案
へ

の
意
見
を
募
っ
て
い
る
。
パ
有

法
や
日
本
郵
政
の
最
高
裁
判
決

を
受
け
、
パ
ー
ト
の
要
求
前
進

と
組
織
拡
大
を
進
め
る
。
」

（
共
立
社
労
組
）
、
「
年
末
闘

争
、
一
時
金
は
業
績
反
映
給
で

な
く
生
活
給
だ
と
認
め
さ
せ
前

進
。
」
（
医
療
生
協
や
ま
が
た

労
組
）
な
ど
、
各
加
盟
組
織
を

代
表
し
八
人
が
発
言
し
ま
し
た
。

2021年春闘共同学習決起集会を開催
全労連・黒澤幸一事務局長がオンラインで講演

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
春
闘
で
前
進
を

山
形
県
二
〇
二
一
年
国
民
春
闘
共
闘
委
員
会
発
足
総
会

３
．
２
全
国
い
っ
せ
い

労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
結
果

黒澤事務局長のオンライン講演を聴く集会参加者

団結ガンバロウをする総会参加者
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デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
交
換
レ

ン
ズ
の
部
品
を
つ
く
る
ニ
コ
ン

傘
下
の
テ
ィ
ー
エ
ヌ
ア
イ
工
業

の
長
井
工
場
が
三
月
末
で
操
業

を
停
止
す
る
こ
と
が
二
月
二
日

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
態
を
う
け
て
県
労
連

は
置
賜
地
域
労
連
と
と
も
に
、

退
職
せ
ざ
る
を
得
な
い
従
業
員

の
再
雇
用
の
促
進
な
ど
を
求
め

て
、
二
月
二
六
日
長
井
市
へ
要

請
し
ま
し
た
。

　
県
労
連
の
勝
見
議
長
、
置
賜

地
域
労
連
の
小
山
通
隆
議
長
ら

は
市
役
所
を
訪
れ
、
内
谷
重
治

市
長
宛
の
要
請
書
を
手
渡
し
ま

し
た
。
対
応
し
た
の
は
藁
谷
尊

（
わ
ら
が
い
た
け
る
）
産
業
戦

略
監
と
佐
々
木
勝
彦
産
業
活
力

推
進
課
長
。
要
請
事
項
は
、▼

「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用

労
働
法
」
に
も
と
づ
き
同
一
労

働
同
一
賃
金
の
対
応
を
重
視
す

る▼

こ
れ
ま
で
の
職
歴
・
経
験

が
生
か
さ
れ
る
再
雇
用
先
の
確

保
な
ど
四
項
目
。

　
藁
谷
氏
は
「
今
回
の
閉
鎖
は

残
念
だ
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連

携
し
、
希
望
す
る
従
業
員
が
し

っ
か
り
と
再
就
職
で
き
る
よ
う

に
対
応
し
た
い
」
と
答
え
ま
し

た
。
佐
々
木
氏
は
「
企
業
に
ま
　

　
　
か
せ
き
り
で
な
く
、
市
と
　

　
　
し
て
も
情
報
を
収
集
し
て
　

　
　
対
応
し
た
い
」
と
述
べ
ま
　

　
　
し
た
。

　
　
　
勝
見
議
長
は
「
産
業
構
　

　
　
造
の
激
し
い
転
換
に
よ
っ
　

　
　
て
、
自
治
体
が
振
り
回
さ
　

　
　
れ
住
民
生
活
に
も
大
き
な
　

　
　
影
響
が
及
ん
で
い
る
」
と
　

　
　
指
摘
し
、
企
業
誘
致
の
み
　

　
　
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、

　
　
地
域
資
源
を
生
か
し
地
元

　
　
に
根
差
し
た
産
業
振
興
を

　
　
す
す
め
る
べ
き
と
強
調
し

　
　
ま
し
た
。

　
昨
年
十
二
月
二
十
五
日
、
県

労
連
と
山
形
地
域
労
連
に
よ
る

自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
二
〇
二
〇

山
形
市
要
請
で
は
、
福
祉
保
育

労
た
ん
ぽ
ぽ
分
会
（
文
原
み
な

み
分
会
長
）
か
ら
三
人
の
組
合

員
（
保
育
士
）
が
参
加
。
コ
ロ

ナ
禍
中
で
の
保
育
現
場
の
切
実

な
要
求
を
訴
え
、
共
感
を
拡
げ

て
い
ま
す
。

　
と
ち
の
み
保
育
園
の
川
井
真

子
組
合
員
は
、
「
現
場
は
（
国

の
）
配
置
基
準
が
充
た
さ
れ
て

い
た
と
し
て
も
、
子
ど
も
が
起

き
て
い
る
時
は
子
ど
も
に
関
わ

ら
ね
ば
な
ら
ず
、
時
間
内
に
事

務
作
業
も
含
め
全
て
の
業
務
を

　
「
新
型
コ

ロ
ナ
か
ら
県

民
の
い
の
ち

と
暮
ら
し
を

守
る
や
ま
が

た
共
同
ア
ク

シ
ョ
ン
」
は

二
月
二
四
日
、

山
形
市
内
で

「
安
全
・
安

心
の
医
療
・

介
護
の
実
現

と
国
民
の
い

の
ち
と
健
康

済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

自
宅
に
持
ち
帰
る
こ
と
も
多
い

の
が
現
状
」
「
コ
ロ
ナ
禍
中
、

命
を
守
る
と
い
う
事
で
は
消
毒

作
業
も
出
て
き
て
、
更
に
逼
迫

状
態
」
「
未
来
を
担
う
社
会
的

責
任
が
あ
る
保
育
士
の
処
遇
改

善
と
配
置
基
準
を
引
き
上
げ
て

頂
い
て
、
子
ど
も
一
人
一
人
の

命
を
守
っ
た
り
発
達
を
保
障
し

た
り
と
い
う
面
を
大
切
に
し
て

い
け
た
ら
」
と
し
、
「
一
緒
に

国
に
要
望
し
て
頂
け
た
ら
な
と

思
い
ま
す
」
と
訴
え
ま
し
た
。

佐
藤
孝
弘
市
長
は
「
国
の
基
準

が
か
わ
る
の
が
一
番
だ
と
思
い

ま
す
」
等
と
応
じ
ま
し
た
。
　
　

　
市
側
は
、
老
朽
化
が
進
み

「
面
積
が
取
れ
な
い
」
市
立
保

育
園
の
〇
～
一
歳
児
に
つ
い
て
、

国
の
基
準
に
独
自
に
上
乗
せ
し

て
子
ど
も
四
人
に
保
育
士
一
人

を
守
る
」
署
名
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
「
コ
ロ
ナ
が
収

束
し
な
い
中
で
の
東
京
五
輪
の

開
催
の
是
非
を
問
う
」
シ
ー
ル

ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
し
ま
し
た
。

　
多
く
の
通
行
人
が
足
を
と
め
、

署
名
や
ア
ン
ケ
ー
ト
に
応
じ
ま

し
た
。
六
〇
代
男
性
は
「
中
止
」

欄
に
シ
ー
ル
を
貼
り
、
「
コ
ロ

ナ
禍
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催

す
る
と
は
人
間
の
命
や
健
康
を

考
え
て
い
る
の
か
」
と
批
判
し

ま
し
た
。
看
護
師
を
し
て
い
る

二
人
組
の
四
〇
代
女
性
は
「
病

院
の
経
営
は
厳
し
い
」
「
自
由

に
話
も
会
食
も
で
き
ず
県
外
に

も
行
け
な
い
が
、
な
ん
と
か
し

た
い
」
と
困
難
を
乗
り
越
え
よ

う
と
い
う
思
い
を
署
名
に
込
め

ま
し
た
。

　
シ
ー
ル
投
票
結
果
は
「
中
止
」

二
〇
人
、
「
再
延
期
」
三
六
人

と
六
割
強
を
占
め
、
署
名
は
三

〇
分
間
で
六
九
筆
が
集
ま
り
ま

し
た
。
各
団
体
か
ら
一
四
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

の
配
置
を
し
て
き
た
と
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
改

築
に
伴
う
整
備
を
進
め
つ
つ
、

上
乗
せ
を
や
め
て
「
国
の
基
準

に
近
づ
く
よ
う
に
」
す
る
考
え

を
示
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
た
つ
の
こ
保

育
園
の
加
藤
結
衣
組
合
員
は

「
（
同
園
で
も
独
自
の
経
営
努

力
で
）
何
と
か
四
対
一
で
や
っ

て
い
る
」
と
し
た
上
で
「
大
人

の
都
合
で
や
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
多
々
あ
る
が
、
子
ど
も
の
立

場
で
ど
う
進
め
る
か
」
が
大
事

と
主
張
。
「
国
の
基
準
で
な
く
、

市
独
自
の
基
準
で
や
れ
る
よ
う

に
考
え
て
頂
き
た
い
」
と
力
を

込
め
ま
し
た
。

　
市
側
も
「
保
育
士
不
足
と
か
、

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
で
密
に
な
る

部
分
が
あ
り
、
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
」
と
付
け
加
え
て

い
ま
す
。

県
労
連
と
置
賜
地
域
労
連
が
長
井
市
に
要
請

ニ
コ
ン
傘
下 

テ
ィ
ー
エ
ヌ
ア
イ
長
井
工
場
閉
鎖

従
業
員
の
再
雇
用
、

「今夏の五輪×」6割強
コロナ共同アクションが
街頭署名・アンケート

コ
ロ
ナ
禍
中
で
も
子
ど
も
の
立
場
で
の
保
育
を

保
育
士
配
置
、
市
独
自
の
上
乗
せ
は
継
続
・発
展
を
と

キ
ャ
ラ
バ
ン
で
山
形
市
長
要
請

地
元
に
根
差
し
た
産
業
振
興
を

長井市に要請する勝見議長ら

要請を終え記念撮影する
福祉保育労の参加者ら

署名やシール投票に応じる通行人
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